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●編集委員（50 音順）

井上貴博 猪股雅史 上原圭介 須田康一 竹内裕也 寺尾泰久
内藤　剛 中村雅史 本田五郎 文　敏景 渡邊昌彦

　「42 歳男性．心窩部痛を主訴に近医を受診．腹部超音波検査で胆嚢腫大を認め当院内科を紹介受診．
CT にて胆嚢と総胆管に結石を認め当科紹介」カルテ上で日常的によく見る文章ですが，本誌に投稿され
てくる症例報告論文にもしばしば同様の文体が用いられています．本来，医療記録（カルテ）はきちっと
した日本語で記述されるべきですが，医師の過剰労働の問題も相まってか，ある程度端折った簡易的な文
体が容認されているのが現状だと思います．しかし，そのような簡易的な文体が医学界の業界用語・業界
言葉として医学論文でも通用するということは決してありませんので，本誌に論文を投稿して頂く際に
は，正しい日本語を使って書いた原稿をお送り頂きたいというのが，私たち編集委員の切なる思いです．
内容的には優れた論文でも，日本語の文体に問題がある場合，そのまま採用するわけにはいきません．編
集委員は日本語の文体や誤字脱字などの細かなところまでチェックし，訂正の必要な箇所を指摘します．
　本来，こういった学術面以外の問題点は論文を投稿する前に教室や施設の指導者によって適切な指導が
行われるべきものです．私の施設では，若手医師が診療情報提供書を作成したら，原則として部長が内容
を確認してサインまたは押印します．その際に，内容そのものや誤字脱字のチェックだけでなく，文体や
助詞の使い方や「てにをは」をチェックして文章の正しい書き方を指導します．余裕がある時は，手術記
録の文章も同様に指導します．
　文章の書き方を日常的に修練しておくことで，正しい文体での和文論文がスムーズに書けるようになる
と思います．また，特定の職業集団のみで使用される業界用語・業界言葉は，使っているとその業界の独
自性や特別性を醸し出し，自分がそこにいることを実感させてくれるので心地よく感じることがありま
す．しかし，言語というのは社会基盤の一つですから，そういった心地よさや簡易性に流されずに，次の
世代の人々に大切に受け継ぐことも必要なのではないかと思う今日この頃です．

（本田五郎）
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第 24 巻 5 号
『投稿論文特集』

●症例報告
体腔内吻合を用いた完全腹腔鏡下手術が有用であった虫垂粘液嚢胞腺癌の 1例 佐藤和磨・他　竹田綜合病院外科
腹腔鏡下修復術を施行した upside down stomach を伴う食道裂

孔ヘルニアの 1例 柴原　有・他　東京新宿メディカルセンター外科
腹腔鏡下で治療しえた小腸型Chilaiditi 症候群の 1例 � 阿部紘丈・他　市立旭川病院外科
腹腔鏡下胃全摘Roux-en-Y 再建術後にPetersen’s defect の supracolic 

component をヘルニア門とし内ヘルニアをきたした 1例 龍見謙太郎・他　彦根市立病院消化器外科
胸腔鏡下憩室切除術を施行した横隔膜上食道憩室の 1例 � 北條雄大・他　兵庫県立尼崎総合医療センター消化器外科
腹腔鏡下に摘出した特発性巨大 chronic expanding hematomaの�

1 切除例 太田英夫・他　兵庫県立西宮病院消化器外科
腹腔鏡下下行結腸癌手術後に発症した吻合部肛門側壊死型虚血性�

腸炎の 1例 田波秀朗・他　東京都保健医療公社大久保病院外科
腹腔鏡下に切除した上行結腸脂肪肉腫の 1例 川原健治・他　千葉県がんセンター食道・胃腸外科
経過観察中に壁外性発育，直腸穿通をきたした直腸平滑筋腫に対する腹腔鏡補�

助下切除：1例報告 黨　和夫・他　嬉野医療センター外科
●手術手技
卵管間質部妊娠に対し腹腔鏡下に子宮頸部の絞扼駆血を行い卵管角切除術

を施行した 1例 佐藤　修・他　苫小牧市立病院産婦人科

他，数編の掲載を予定．但し誌面の都合により変更がございます．ご諒承ください．
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